
 

おりませ

 それで

で、多少

行者が最

は、やは

うことで

タイミン

に衝突す

のか、そ

ト走路で

る程度対

干ござい

をあちこ

な対策が

うな研究

たらお話

 １点そ

は、恐ら

走行され

それは要

り見たく

とちょっ

そこの微

ですので

ら車間距

から出ま

ないと思

勝ってき

も、自分

性がある

くて誤解

が起きる

 その辺

ロールす

すが、そ

やってい

せんのでわか

で、何を研究

少はやってお

最も危険な状

はり歩行者事

で、ドライバ

ングで認知す

する車をどの

そういうよう

で行っており

対策を立てら

いまして、そ

こちで発表し

が生まれるこ

究を行ってお

話しできるの

そこであるの

らく３秒から

れている。４

要らないとい

くない。３秒

っと不安定な

微妙なところ

で、よく言わ

距離を取りな

ますが、私は

思います。や

きて、安全性

分が快適に走

る。快適性と

解を生んでく

るのが実態か

辺の人間性を

するか、何と

そういうよう

いくか、それ

かりません。

究しているか

おります。や

状態である。

事故を防ぐの

バー側から歩

するのか、歩

のタイミング

うな基礎的な

ります。それ

られるという

そのような基

していくこと

ことを期待し

おります。何

のではないか

のですがドラ

ら４秒前程度

４秒より先が

いう話になり

秒から中に入

な動きをしま

ろを調節して

われるのは、

なさいという

はドライバー

やはり人間性

性とかそうい

走る方が優先

と安全性は全

くる。そうい

かと思います

をどういうふ

となく危険な

うなことをい

れは教育が一

 

かということ

やはり今、歩

日本の中で

のが焦点とい

歩行者をどの

歩行者が自分

グで認知する

な実験をテス

れに対してあ

う見込みが若

基礎的な情報

とでいろいろ

して、そのよ

何年かしまし

と。 

ライバーの方

度を見ながら

が見えると、

りまして、余

入ってきます

ますので怖い

ております。

冬になった

う話が先ほど

ーは絶対取ら

性の方が先に

いうことより

先される可能

全然一致しな

いう中で事故

。 

ふうにコント

な話になりま

いかにうまく

一つの手段で
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と

歩

で

い

の

分

る

ス

あ

若

報

ろ

よ

し

方

ら

余

す

い。

た

ど

ら

に

り

能

な

故

ト

ま

く

で

あ

が

一

を

い

る

う

か

か

溝

萩

い

ざ

動

道

は

し

に

く

も

こ

に

お

思

が

り

き

あるというこ

がそういうも

一つは、もっ

を人が住んで

いろいろ言わ

る範囲は20キ

うぐらいのこ

からの事故件

かと考えてお

溝端 ありが

萩原 すみま

いと立場上ち

ざいまして。

動を行ってお

道の危険な箇

は国道に限る

しているとこ

になっており

ださい」と

もらっており

こ５年ぐらい

に対して行お

おりますので

思います。皆

が集中的に対

ます。先ほ

きているとこ

ことと、うま

ものをコント

っと強力にス

でいるエリア

われているの

キロ以下の規

ことを行って

件数を落とす

ります。 

とうございま

ません、ちょ

ちょっとやば

こういう活

おります。こ

箇所を教えて

る必要はござ

ころが国道な

ます。「危

というパンフ

ます。これ

いの事故対策

おうという活

で、是非御記

皆様に御記入

対策を行うポ

ほどもありま

ころはある程

まくいろいろ

トロールする

スピードなど

ア内では行っ

のですが、や

規制速度にし

ていくことが

すポイントで

ました。 

ょっと１個Ｐ

ばいというこ

活動を今、地

こういうよう

てください」

ざいませんが

なのでこうい

危険な箇所を

フレットを置

れは、これか

策を、この危

活動を実際に

記入いただき

入いただいた

ポイントとな

ましたが、事

程度わかるの

ろな装置

る。もう

どの規制

っていく。

やはりあ

してしま

が、これ

ではない

ＰＲしな

ことがご

地道な活

うな「国

、これ

が、印刷

いうふう

を教えて

置かせて

からのこ

危険箇所

に行って

きたいと

たところ

なってお

事故が起

のですが、



 

起きそう

ういう情

ります。

 どうも

溝端 あ

 藤川さ

が、何か

バッグの

藤川 す

がどのく

ですが、

結果は見

溝端 わ

藤川 た

シートベ

エアバッ

すけれど

う意味で

ートベル

溝端 あ

所には若

ので、ホ

いて、藤

どなたか

ければ、

せんとい

いですか

藤川 私

ますので

溝端 あ

 ほかに

分しかあ

ので、ど

だと思い

 あるい

ですよ。

うなところは

情報を寄せて

 

もありがとう

ありがとうご

さん、ちょっ

かコメントあ

の件ですけれ

すみません、

くらい効果が

それなりに

見ております

わかりました

ただそれも、

ベルトをして

ッグはＳＲＳ

ども、補助的

でＳＲＳと書

ルトをしてく

ありがとうご

若い研究員の

ホームページ

藤川先生あて

か紹介してく

ひょっとし

いうことで閉

か。 

私よりあてに

で、是非。 

ありがとうご

にございます

ありませんよ

どなたか。も

いますが。 

いは、先生方

 

はわかりませ

てもらいたい

ございます

ございました

っと車の話だ

ありますか。

れども。 

私もサイド

があるかまで

に効果がある

す。 

た。 

さっきも言

ていることが

Ｓと書いてあ

的な安全装置

書いてありま

ださい。 

ございます。

の方もたくさ

ジをクリック

てにメールを

くださいとや

したらわかる

閉じさせてい

になる若いや

ございます。

すか。あと５

よ。せっかく

もう１件ぐら

方の中での質

せん。是非そ

いと考えてお

。 

。 

だったのです

サイドエア

ドエアバッグ

では知らない

るという実験

言ったように

が前提です。

あると思いま

置ですよとい

ます。是非シ

自動車研究

さんおります

クしていただ

を差し上げて

やっていただ

るかもしれま

いただいてい

やつを紹介し

 

５分です。５

くの機会です

らいは大丈夫

質疑でも結構
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そ

お

す

ア

グ

い

験

に、

ま

い

シ

究

す

だ

て、

だ

ま

い

し

５

す

夫

構

藤

操

体

先

す

何

大

よ

藤

な

を

大

し

う

藤

が

の

大

い

行

が

に

ハ

が

藤

こ

ど

藤川 いいで

操作不適が多

体的にどんな

先生から一例

すが、実際の

何が原因でど

大矢 大体が

よるスリップ

藤川 それは

ないような速

を踏まざるを

大矢 それも

した段差でハ

うこともあり

藤川 それは

がなくて、訓

のでしょうか

大矢 道路状

いうことが大

行き渡らない

が残っていて

になることが

ハンドルが轍

があります。

藤川 ありが

ころを気をつ

どうもありが

ですか。大矢

多いという冬

なものという

例だけ説明し

のデータとし

んな操作を

がスリップで

によるものが

は、例えばカ

速度で入って

得なくなった

もありますし

ハンドルを取

ます。 

はもう気をつ

訓練しかない

。 

状況を見て運

大事なのかな

い道路では、

て、雪が轍の

があるので、

轍に取られて

それは直線

がとうござい

つけて運転し

とうございま

矢先生がいい

冬の事故、こ

うのが、さっ

していただい

してどんなも

しているか。

ですね。路面

がほとんどで

カーブで曲が

ていって、ブ

たと。 

し、道路のち

取られてしま

つけていても

いということ

運転していた

なと。特に、

北海道の場

のように残っ

そういう場

てしまうとい

線道路でもあ

います。そう

したいなと思

ます。 

いのかな。

これの具

っき萩原

いたので

ものが、

 

面凍結に

です。 

がり切れ

ブレーキ

ちょっと

まうとい

もしよう

とになる

ただくと

除雪が

場合、雪

った状態

場合には、

いうこと

あります。

ういうと

思います。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

溝端 あ

 16時1

ったので

で、ちょ

っていま

 まとめ

うような

たいとい

変ですよ

がありと

変難しい

ろいろな

うんです

ライドの

ン」とあ

ク・エー

く老いる

ないとい

うことを

えてくる

イントだ

で、また

て、新し

うものが

せん。 

 以上で

うもあり

ありがとうご

0分ですね。

ですが、御質

ょうどいいの

ますが。 

めを最後にさ

な話もあるか

いうかな、ち

よね。道路が

ということで

いのでやめま

なことをやは

すね。例えば

の中に「シン

ありました。

ージング」か

るというのは

いけないと思

を知ることに

るような気が

だと思います

たそれぞれの

しい交通安全

が芽吹いてい

で終わりにさ

りがとうござ

ございました

ちょうど終

質問も切れて

のではないか

させていただ

かもしれませ

ちょっとまと

があり、車両

で一口でまと

ますけれども

はりよく知る

ばさっきの平

ンク・バイク

それは、例

かもしれませ

はどういうこ

思うんですよ

によって新し

がするんです

すね。是非そ

の地域で御検

全対策という

いくことを願

させていただ

ざいました。

。 

終了時間にな

ておりますの

かと勝手に思

だきたいとい

せんが、聴き

とめるのは大

両があり、人

とめるのは大

も、１点、い

ることだと思

平澤さんのス

クキャンペー

例えば「シン

せんよね。よ

ことかを知ら

よね。そうい

しい対策が見

す。そこがポ

そういう方向

検討いただい

うか、そうい

願ってやみま

だきます。ど
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な

の

思

い

き

大

人

大

い

思

ス

ー

ン

よ

ら

い

見

ポ

向

い

い

ま

ど

吉

司

ン

一

め

で

く

車

両

故

か

フ

こ

た

用

に

交

ば

荷

う

だ

注

す

す

先生方、あ

それでは、

吉野さん、お

司会 皆様あ

以上をもち

ンを終了とさ

一度盛大な拍

ありがとう

めのさまざま

ですが、やは

かかわって

車を運転する

両方の皆さん

故を防ぐこと

か。 

以上をもち

フォーラム」

重ねて皆様

こちらのアン

たします。ア

用意してござ

に入れていた

本日のフォ

交通安全につ

ばと思います

荷物などお忘

うにお願いい

本日は、何

だきまして誠

注） 発言を

すさを考慮し

す。 

りがとうご

マイクをお

願いいたしま

りがとうご

ちましてパネ

させていただ

手をお送り

ございまし

まな技術も開

はり皆様一人

てくるのでは

る側も、そし

んがちょっと

とができるの

ちまして「平

を終了いた

様にお願いが

ンケートへの

アンケートは

ざいますので

だければと存

ォーラムを通

ついて改めて

す。お帰りの

忘れなくお持

たします。 

何かとお忙し

にありがと

を文章化する

して、一部修

ざいました。

お返しいたし

ます。 

ざいました。

ネルディスカ

だきます。皆

くださいませ

した。事故を

開発されてい

人一人の意識

はないでしょ

して歩行者の

と気を配るこ

のではないで

平成22年度交

します。 

がございます

の御協力をお

は、受付に回

で、そちらの

存じます。 

通じまして、

て考えていた

の際には、ど

持ちいただき

しい中、お越

うございまし

るに当たり、

修正を加えて

 

します。

 

カッショ

皆様いま

せ。 

を防ぐた

いるよう

識が大き

ょうか。

の側も、

ことで事

でしょう

交通安全

す。皆様、

お願いい

回収箱を

の回収箱

皆様も

ただけれ

どうぞお

きますよ

越しいた

した。 

読みや

てありま




